


平成31年２月のご案内

「30年度ひまわり会総会＆新年区政報告会・懇親会」のご案内

連絡先：えびさわけいこひまわり会事務局
〒112-0003　東京都文京区春日1-9-27-302
ホームページ：http://himawarikai.info

【えびさわけいこより「ひまわり会」の皆様へ】
●いよいよ４月１４日から統一地方選挙です。えびさわけいこは「４期目」の挑戦です。脳梗塞で倒れて父を７年に
わたり介護をしました。その経験から「もっと笑顔のあふれる優しいまち」にしたいと、介護人材の確保や、高
齢者施設の拡充などを要望してきました。昨年は介護人材の方への住宅補助事業を、平成32年には特養老人
ホームか増設などが行われます。
　これからも、歩みを止めることなく全力で頑張っていきますので、どうぞご支援ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

新年を迎え、「30年度ひまわり会総会」と「新年区政報告会」を下記の通り開催いたします。
ご多忙中のところ恐縮でございますが、是非ご出席くださいますようお願い申し上げます。

■日　時：平成31年2月9日（土） 午前11時30分～午後１時30分（終了予定）
　　　　　　　　　第1部：午前11時30分～    平成30年度総会
　　　　　　　　　第2部：正午12時～　　　　懇親会・新年区政報告会「江戸太神楽鑑賞」
■会　場：護国寺　本坊
■会　費：会　員　3,500円　（昼食代含む）

お申し込みは（FAX）にて<03-5684-6290>までお願いします。

上野の森ハーフマラソン
12 月16日
に、えびさわ

けいこが理事を務めるNPO
法人で「上野の森ハーフマラソン」
を開催しました。
参加者1000人、ボランティア300
人、大きな怪我人もなく無事に終わ
りました。

嘉納治五郎師範生誕祭
10月25日から28日で「嘉納治
五郎師範生誕祭」が行われまし
た。今回は、講道館だけの事業で
はなく、オリンピック・パラリン
ピックの気運情勢の一環として
文京区もタイアップをし小ホール
で講演会等も行われました。

明治35年創業の千石の和菓子店「栄泉
堂岡埜」の氏家さんにご指導いただき、
白玉つばきの練り切りとミルクわらび餅
を作りました。

「和菓子を作ろう！」
11月25日エビちゃん食育隊 11月25日エビちゃん食育隊 

文京ぶらり散歩「文京探索委員会」

■次回のお知らせ 3月9日（土）午前11時　本郷三丁目駅改札前集合（飲食代や入場料等は全て自己負担になります。雨天中止）

②カイザースラウテルン広場
文京区とドイツのカイザースラウテルン市の
「姉妹都市提携」のシンボルとして、同市の彫
刻家夫妻の作成した「神話空間への招待」と
題する、ヨーロッパの伝説上の動物である一角
獣を中心とした彫刻を設置している。姉妹都市
30周年記念のラッピングB-ぐるが走行中！

11月11日（日）茗荷谷編

③占春園
筑波大学附属小学校の自然観察の場ともなっ
ているが、一般区民にも開放されている。明る
く広々とした教育の森公園とは異なり、斜面と
低地を利用した園内は様々な樹木がうっそう
と生い茂っている。嘉納治五郎の銅像も園内
にある。

⑤石川啄木終焉の地・歌碑・顕彰室
平成27年に石川啄木終焉の地の隣接地に歌
碑・顕彰室を設置。顕彰室では啄木の足跡、
文京区との関わりを中心に写真やパネル、年
表等で紹介。歌碑（最後の歌とされる第二詩
集『悲しき玩具』冒頭の二首）に使用した直
筆原稿を展示。

①茗荷谷駅 ②カイザースラウテルン広場 ②ラッピングB-ぐる ③占春園 ④萬盛園 ⑤石川啄木終焉の地
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平 成  3 1 年 ２ 月 の ご  案  内

「 3 0  年 度 ひ ま わ り 会  総  会 ＆ 新  年 区 政  報  告  会 ・ 懇  親 会 」 の ご 案  内

連 絡 先 ： え び さ わ け い こ ひ ま わ り 会 事 務 局

〒 1 1 2- 0 0 0 3 　 東 京 都 文 京 区 春 日 1- 9- 2 7- 3 0 2
ホ ー ム ペ ー ジ ： ht t p: // hi m a w a ri k ai.i nf o

【 え び さ わ け い こ よ り 「 ひ ま わ り 会 」 の 皆 様 へ 】
● い よ い よ ４ 月 １ ４ 日 か ら 統 一 地 方 選 挙 で す 。 え び さ わ け い こ は 「 ４ 期 目 」 の 挑 戦 で す 。 脳 梗 塞 で 倒 れ て 父 を ７ 年 に
わ た り 介 護 を し ま し た 。 そ の 経 験 か ら 「 も っ と 笑 顔 の あ ふ れ る 優 し い ま ち 」 に し た い と 、 介 護 人 材 の 確 保 や 、 高
齢 者 施 設 の 拡 充 な ど を 要 望 し て き ま し た 。 昨 年 は 介 護 人 材 の 方 へ の 住 宅 補 助 事 業 を 、 平 成 3 2 年 に は 特 養 老 人
ホ ー ム か 増 設 な ど が 行 わ れ ま す 。
　 こ れ か ら も 、 歩 み を 止 め る こ と な く 全 力 で 頑 張 っ て い き ま す の で 、 ど う ぞ ご 支 援 ご 鞭 撻 の ほ ど よ ろ し く お 願 い し ま す 。

新 年 を 迎 え 、 「 3 0 年 度 ひ ま わ り 会 総 会 」 と 「 新 年 区 政 報 告 会 」 を 下 記 の 通 り 開 催 い た し ま す 。

ご 多 忙 中 の と こ ろ 恐 縮 で ご ざ い ま す が 、 是 非 ご 出 席 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

■ 日 　 時 ： 平 成  3 1 年 2  月 9  日 （  土  ）  午 前 1 1 時 3 0 分 ～ 午 後 １ 時 3 0 分 （ 終 了 予 定 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 1 部 ： 午 前 1 1 時 3 0 分 ～    平 成 3 0 年 度 総 会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 2 部 ： 正 午 1 2 時 ～ 　 　 　 　 懇 親 会 ・ 新 年 区 政 報 告 会 「 江 戸 太 神 楽 鑑 賞 」

■ 会 　 場 ： 護 国 寺 　 本 坊

■ 会 　 費 ： 会 　 員 　 3, 5 0 0 円 　 （ 昼 食 代 含 む ）

お 申 し 込 み は （ F A X ） に て < 0 3- 5 6 8 4- 6 2 9 0 > ま で お 願 い し ま す 。

上  野  の  森  ハ  ー フ  マ  ラ  ソ  ン

1 2  月 1 6 日

に  、 え  び  さ  わ

け い こ が 理 事 を 務 め る N P O

法  人 で 「  上  野  の  森  ハ  ー フ  マ  ラ  ソ  ン  」

を 開  催 し ま し た  。

参 加 者 1 0 0 0 人 、 ボ ラ ン テ ィ ア 3 0 0

人 、 大 き な 怪 我 人 も な く 無 事 に 終 わ

り ま し た  。

嘉 納 治 五 郎 師 範 生 誕 祭

1 0 月 2 5 日 か ら 2 8 日 で 「 嘉 納 治

五  郎  師  範  生  誕  祭  」 が  行  わ  れ  ま  し

た 。 今 回 は 、 講 道 館 だ け の 事 業 で

は  な く 、 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン

ピ ッ ク の  気  運  情  勢  の  一  環  と し て

文  京 区 も タ イ ア ッ プ を し 小  ホ ー ル

で 講 演 会 等 も 行 わ れ ま し た 。

明 治 3 5 年 創 業 の 千 石 の 和 菓 子 店 「 栄 泉

堂 岡 埜 」 の 氏 家 さ ん に ご 指 導 い た だ き 、

白 玉 つ ば き の 練 り 切 り と ミ ル ク わ ら び 餅

を  作 り ま し た  。

「  和  菓  子  を  作  ろ う ！ 」

1 1 月 2 5 日 エ ビ ち ゃ ん 食 育 隊 1 1 月 2 5 日 エ ビ ち ゃ ん 食 育 隊 

文 京 ぶ ら り 散 歩 「 文 京 探 索 委 員 会 」

■ 次 回 の お 知 ら せ 3 月 9 日 （ 土 ） 午 前 1 1 時 　 本 郷 三 丁 目 駅 改 札 前 集 合 （ 飲 食 代 や 入 場 料 等 は 全 て 自 己 負 担 に な り ま す 。 雨 天 中 止 ）

② カ イ ザ ー ス ラ ウ テ ル ン 広 場

文 京 区 と ド イ ツ の カ イ ザ ー ス ラ ウ テ ル ン 市 の

「  姉  妹  都  市  提  携  」 の  シ  ン  ボ  ル  と  し  て  、 同  市  の  彫

刻 家 夫 妻 の 作 成 し た 「 神 話 空 間 へ の 招 待 」 と

題 す る 、 ヨ ー ロ ッ パ の 伝 説 上 の 動 物 で あ る 一 角

獣 を 中 心 と し た 彫 刻 を 設 置 し て い る 。 姉 妹 都 市

3 0 周 年 記 念 の ラ ッ ピ ン グ B- ぐ る が 走 行 中 ！

1 1 月 1 1 日 （ 日 ） 茗 荷 谷 編

③ 占 春 園

筑 波 大 学 附 属 小 学 校 の 自 然 観 察 の 場 と も な っ

て い る が 、 一 般 区 民 に も 開 放 さ れ て い る 。 明 る

く 広 々 と し た 教 育 の 森 公 園 と は 異 な り 、 斜 面 と

低  地 を 利 用 し た 園 内 は 様 々 な 樹  木 が う っ そ う

と 生 い 茂 っ て い る 。 嘉 納 治 五 郎 の 銅 像 も 園 内

に あ る 。

⑤ 石  川  啄  木  終  焉  の  地 ・ 歌  碑 ・ 顕  彰  室

平 成  2 7  年 に 石 川 啄 木 終 焉 の 地 の 隣 接 地 に 歌

碑 ・ 顕 彰 室 を 設 置 。 顕 彰 室 で は 啄 木 の 足 跡 、

文 京 区 と の 関 わ り を 中 心 に 写 真 や パ ネ ル 、 年

表 等 で 紹 介 。 歌 碑 （ 最 後 の 歌 と さ れ る 第 二 詩

集 『 悲 し き 玩 具 』 冒 頭 の 二 首 ） に 使 用 し た 直

筆 原 稿 を 展 示 。

① 茗 荷 谷 駅 ② カ  イ ザ ー ス ラ  ウ  テ ル ン  広  場 ② ラ ッ ピ ン グ B - ぐ る ③ 占 春 園 ④ 萬 盛 園 ⑤ 石 川 啄 木 終 焉 の 地ス タ ー ト
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集 『 悲 し き 玩 具 』 冒 頭 の 二 首 ） に 使 用 し た 直

筆 原 稿 を 展 示 。

① 茗 荷 谷 駅 ② カ  イ ザ ー ス ラ  ウ  テ ル ン  広  場 ② ラ ッ ピ ン グ B - ぐ る ③ 占 春 園 ④ 萬 盛 園 ⑤ 石 川 啄 木 終 焉 の 地ス タ ー ト
ゴ ー ル

平 成  3 1 年 ２ 月 の ご   案   内

「 3 0   年 度 ひ ま わ り 会   総   会 ＆ 新   年 区 政   報   告   会 ・ 懇   親 会 」 の ご 案   内

連 絡 先 ： え び さ わ け い こ ひ ま わ り 会 事 務 局

〒 1 1 2- 0 0 0 3 　 東 京 都 文 京 区 春 日 1- 9- 2 7- 3 0 2
ホ ー ム ペ ー ジ ： ht t p: // hi m a w a ri k ai.i nf o

【 え び さ わ け い こ よ り 「 ひ ま わ り 会 」 の 皆 様 へ 】
● い よ い よ ４ 月 １ ４ 日 か ら 統 一 地 方 選 挙 で す 。 え び さ わ け い こ は 「 ４ 期 目 」 の 挑 戦 で す 。 脳 梗 塞 で 倒 れ て 父 を ７ 年 に
わ た り 介 護 を し ま し た 。 そ の 経 験 か ら 「 も っ と 笑 顔 の あ ふ れ る 優 し い ま ち 」 に し た い と 、 介 護 人 材 の 確 保 や 、 高
齢 者 施 設 の 拡 充 な ど を 要 望 し て き ま し た 。 昨 年 は 介 護 人 材 の 方 へ の 住 宅 補 助 事 業 を 、 平 成 3 2 年 に は 特 養 老 人
ホ ー ム か 増 設 な ど が 行 わ れ ま す 。
　 こ れ か ら も 、 歩 み を 止 め る こ と な く 全 力 で 頑 張 っ て い き ま す の で 、 ど う ぞ ご 支 援 ご 鞭 撻 の ほ ど よ ろ し く お 願 い し ま す 。

新 年 を 迎 え 、 「 3 0 年 度 ひ ま わ り 会 総 会 」 と 「 新 年 区 政 報 告 会 」 を 下 記 の 通 り 開 催 い た し ま す 。

ご 多 忙 中 の と こ ろ 恐 縮 で ご ざ い ま す が 、 是 非 ご 出 席 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

■ 日 　 時 ： 平 成 3 1 年 2   月  9   日 （   土   ）   午 前 1 1 時 3 0 分 ～ 午 後 １ 時 3 0 分 （ 終 了 予 定 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 1 部 ： 午 前 1 1 時 3 0 分 ～      平 成 3 0 年 度 総 会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 2 部 ： 正 午 1 2 時 ～ 　 　 　 　 懇 親 会 ・ 新 年 区 政 報 告 会 「 江 戸 太 神 楽 鑑 賞 」

■ 会 　 場 ： 護 国 寺 　 本 坊

■ 会 　 費 ： 会 　 員 　 3, 5 0 0 円 　 （ 昼 食 代 含 む ）

お 申 し 込 み は （ F A X ） に て < 0 3- 5 6 8 4- 6 2 9 0 > ま で お 願 い し ま す 。

上   野   の   森   ハ   ー フ   マ   ラ   ソ   ン

1 2   月 1 6 日

に   、 え   び   さ   わ

け い こ が 理 事 を 務 め る N P O

法   人 で 「   上   野   の   森   ハ   ー フ   マ   ラ   ソ   ン   」

を 開   催 し ま し た   。

参 加 者 1 0 0 0 人 、 ボ ラ ン テ ィ ア 3 0 0

人 、 大 き な 怪 我 人 も な く 無 事 に 終 わ

り ま し た   。

嘉 納 治 五 郎 師 範 生 誕 祭

1 0 月 2 5 日 か ら 2 8 日 で 「 嘉 納 治

五   郎   師   範   生   誕   祭   」 が   行   わ   れ   ま   し

た 。 今 回 は 、 講 道 館 だ け の 事 業 で

は   な く 、 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン

ピ ッ ク の   気   運   情   勢   の   一   環   と し て

文   京 区 も タ イ ア ッ プ を し 小   ホ ー ル

で 講 演 会 等 も 行 わ れ ま し た 。

明 治 3 5 年 創 業 の 千 石 の 和 菓 子 店 「 栄 泉

堂 岡 埜 」 の 氏 家 さ ん に ご 指 導 い た だ き 、

白 玉 つ ば き の 練 り 切 り と ミ ル ク わ ら び 餅

を   作 り ま し た   。

「   和   菓   子   を   作   ろ う ！ 」

1 1 月 2 5 日 エ ビ ち ゃ ん 食 育 隊 1 1 月 2 5 日 エ ビ ち ゃ ん 食 育 隊 

文 京 ぶ ら り 散 歩 「 文 京 探 索 委 員 会 」

■ 次 回 の お 知 ら せ 3 月 9 日 （ 土 ） 午 前 1 1 時 　 本 郷 三 丁 目 駅 改 札 前 集 合 （ 飲 食 代 や 入 場 料 等 は 全 て 自 己 負 担 に な り ま す 。 雨 天 中 止 ）

② カ イ ザ ー ス ラ ウ テ ル ン 広 場

文 京 区 と ド イ ツ の カ イ ザ ー ス ラ ウ テ ル ン 市 の

「   姉   妹   都   市   提   携   」 の   シ   ン   ボ   ル   と   し  て  、 同   市   の   彫

刻 家 夫 妻 の 作 成 し た 「 神 話 空 間 へ の 招 待 」 と

題 す る 、 ヨ ー ロ ッ パ の 伝 説 上 の 動 物 で あ る 一 角

獣 を 中 心 と し た 彫 刻 を 設 置 し て い る 。 姉 妹 都 市

3 0 周 年 記 念 の ラ ッ ピ ン グ B- ぐ る が 走 行 中 ！

1 1 月 1 1 日 （ 日 ） 茗 荷 谷 編

③ 占 春 園

筑 波 大 学 附 属 小 学 校 の 自 然 観 察 の 場 と も な っ

て い る が 、 一 般 区 民 に も 開 放 さ れ て い る 。 明 る

く 広  々 と し た 教 育 の 森 公 園 と は 異 な り 、 斜 面 と

低   地 を 利 用 し た 園 内 は 様  々 な 樹   木 が う っ そ う

と 生 い 茂 っ て い る 。 嘉 納 治 五 郎 の 銅 像 も 園 内

に あ る 。

⑤ 石   川   啄   木   終   焉   の   地 ・ 歌   碑 ・ 顕   彰   室

平 成   2 7   年 に 石 川 啄 木 終 焉 の 地 の 隣 接 地 に 歌

碑 ・ 顕 彰 室 を 設 置 。 顕 彰 室 で は 啄 木 の 足 跡 、

文 京 区 と の 関 わ り を 中 心 に 写 真 や パ ネ ル 、 年

表 等 で 紹 介 。 歌 碑 （ 最 後 の 歌 と さ れ る 第 二 詩

集 『 悲 し き 玩 具 』 冒 頭 の 二 首 ） に 使 用 し た 直

筆 原 稿 を 展 示 。

① 茗 荷 谷 駅 ② カ   イ ザ ー ス ラ   ウ   テ ル ン   広   場 ② ラ ッ ピ ン グ B - ぐ る ③ 占 春 園 ④ 萬 盛 園 ⑤ 石 川 啄 木 終 焉 の 地ス タ ー ト
ゴ ー ル




